
①既存の文章をそのまま書き写すのではなく、読み手のニーズに合わせて情報を「要約・再構成」する活動や、根拠（エビデンス）
を明確にして、自分の主張を論理的に構築するトレーニングを実施する。
②「公式の暗記」から、その公式が「社会のどのような場面で変数を制御するために使われているか」を考える授業構成や、理科
の実験において、「結果の予想」だけでなく、「なぜその予想になるのか」というメカニズムの言語化を徹底する。
③単元末の振り返りにおいて、「何ができるようになったか」だけでなく、「どのプロセスで迷い、どう解決したか」という「学び方」
のメタ認知を促す。

⇓

実施する学力向上策
【時期・頻度】

重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策

①【情報活用能力】目的に応じて情報を「編む」力
②【論理的推論能力】「もし〜なら」を予測し、最適解を導く力
③【自己調整能力】学習のプロセスを客観視する力

評価（※）

学力向上策の
見直し

中間評価

学力向上策の
実施状況

⇓

③さいたま市学習状況調査結果の分析④

特徴的な結果

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

評価（※）

今年度の成果と
次年度の課題

⑤

⇓

年度末評価

学力向上策の
実施状況

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

特徴的な結果

全国学力・学習状況調査結果の分析②

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和８年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【宮前中学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


